
若い木々のような皆さんに向けて 、 

その枝や葉が広がるための栄養と 

なるよ うな本を紹介していきま す 。 

図書館の入り口で、紹介している本を 

展示しています。  ぜひご覧ください。 

 

 

  

 

 

 

  

  

  

  

Y o u n g  A d u l t （若いおとな ）の略 。 

主に 13 歳から 18 歳の方を指す言葉です。

若林図書館には Y A コーナーがあり 、 

中高生世代に向けた本を集めています。 

Young 

Woods 

若林図書館 YA通信 №20      春号(2026.3) 

 

YA とは 

Young Woodsについて 

仙台市若林図書館 仙台市若林区南小泉 1-1-1 

Tel 022-282-1175 

仙台市図書館 

ホームページ 

Twitter: 

＠sendai_lib 

おすすめ新着本 
 

『日本史スゴイきょうだい！』 

楠木 誠一郎／著 講談社 281ニ 

『スマホを持つ前に知っておきたい

情報との上手な付き合い方』 

安藤 未希／著 かんき出版 000 

『カリーム、 

シリアとアメリカのはざまで』 

シファー・サルタージ・サファディ／著 

山田 文／訳 作品社 933サ 

YAサポーターとしょ部 

令和７年度の活動は終了しました。 

 

今年は８名の方が参加しました。 

図書館の仕事から、イベントのサポ

ートまで、さまざまな活動に取り組

みました。また、福袋の作成や、

YoungWoods号外の作成など、 

おすすめ本の選書にも力を入れまし

た。本当におつかれさまでした！ 

※来年度もメンバーを募集予定！ 

興味のある方は若林図書館まで。 

https://lib-www.smt.city.sendai.jp/


テーマ 

居場所 

中学校入学から 3か月、みんなの動き

に乗り遅れてひとりぼっちになってしま

った灯可
ひ か

理
り

。ある日海岸でヒスイのよ

うな石を見つけ、学校にみがき部があ

ることを知る。個性的なメンバーととも

に文化祭のために石を磨く中で、一人

でいることの強さを知っていく。 

カウンセラーの綾さんのもとには、さま

ざまな相談を抱えた生徒たちがやって

くる。友だちの話、たわいもない話、自

分の話…。生徒たちは、「話す」ことで

どんな居場所を見つけるのだろうか。 

コーダとは、「耳が聴こえない親

のもとで育った、聴こえるこどもた

ち」を示す言葉です。本書では、コ

ーダである著者が、自身の経験

を通して、コーダをとりまく複雑な

アイデンティティを紹介します。 

心がザワザワしやすい時期である

10 代。その対処法とは「思考」と

「行動」を変えること。時代とともに

選択肢も増え、迷うことも増えた現

代で「めんどいこと」から楽になり、

理想の自分になる方法についてマ

ンガを交えて解説しています。 

 

 

『日向丘中学校カウンセラー室 １』 

まはら 三桃／著 めばち／装画 

アリス館 マハ 

『あしたをみがけ 姫川中学校みがき部』 

横沢 彰／作 佐藤 真紀子／絵 

新日本出版社 ヨコ 
 

『「コーダ」のぼくが見る世界 

聴こえない親のもとに生まれて』 

五十嵐 大／著 紀伊國屋書店 369.2 イ 

『10代の「めんどい」が 

楽になる本』 

内田 和俊／著 石山 さやか／マンガ 

KADOKAWA 150 
 

『この本をかくして』 

マーガレット・ワイルド／文  

フレヤ・ブラックウッド／絵  

岩崎書店 Ｆフ 
 

私たちの「居場所」は一体どこなのか。

少し外に目を向けてみると、家や学校

以外にも、自分の好きなことができる

素敵な居場所が見つかるかもしれま

せん。 

爆弾が落ちて、図書館はすべてバラバ

ラになってしまいました。ピーターは、た

った１冊残った本を、どんな宝物よりも

大事にし、安全な場所を目指して旅に

出ます。しかしだんだんと限界が近づ

いてきて…。 


